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はじめに

1965 年、芹沢長介東北大学名誉教授は栃木市在住の斉藤
恒民氏が採集されたルヴァロア型石核に注目して、その包
含層を確認する目的で北関東の中部ローム層中の石器を探
し、山口台地の星野遺跡で発掘調査を開始した。芹沢は大
分県早水台遺跡の発掘終了後、前期旧石器時代研究のフィー
ルドを北関東に移し、栃木県星野遺跡の発掘を皮切りに同
県向山遺跡、同県大久保遺跡、群馬県岩宿遺跡を調査した。
星野遺跡では、芹沢を中心とした東北大学考古学研究室と
栃木市教育委員会が 1965 ～ 1978 年にかけて五回の調査を
おこない、地表から深さ 14m まで掘り下げた。第 1 ～ 3 次
調査の研究成果については三冊の『栃木市星野遺跡』の調
査報告書に纏められている（芹沢　1966、1968、1970）。

1970 年には「前期旧石器の諸問題」と題するシンポジウ

ムが群馬大学で開催され、考古学、地質学、火山灰学等か
ら星野遺跡をめぐって激論が交わされた（新井　1971）。ま
た、『第四紀研究　第 10 巻 4 号』の誌上で星野遺跡の出土
層や年代観、さらには珪岩製石器群が人工品かどうかにつ
いても議論された（日本第四紀学会　1971）。しかし、遺跡
の層位、出土資料をめぐっては各分野で必ずしも肯定的な
意見が示されたわけではなかった。それらの問題を解決す
るため、芹沢は星野遺跡で 1973 年に第 4 次、1978 年に第
5 次調査を実施し、前期旧石器時代の研究を続けた（芹沢ほ
か 1974、同 2003 年）。

1980 年頃から宮城県を中心とした東北地方で、珪岩製の
石器群とは異なる前期旧石器時代の資料が取り上げられ、
注目された。しかし、2000 年にそれらが藤村新一によって
捏造されたものであることが判明し、彼の関連した資料が
全て捨象されることになった（日本考古学協会　2004）。そ
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の後の旧石器学会の風潮では、日本列島に後期旧石器時代
に先行する時代の石器群が存在しないと言う意見が多数を
占めるようになった（日本旧石器学会　2010）。筆者も福
島の地域で藤村資料を調査し、支持してまったことについ
て深く反省し、前期旧石器時代研究の再構築を目指したい。
2000 年以降、筆者は大分県早水台遺跡の再調査を実施し、
それらの石器群分析と検討することによって日本列島に前
期旧石器時代が存在することを主張してきた（柳田・小野 
2007、柳田　2011、柳田　2012、柳田　2013）。本稿では、
前期旧石器時代の石器群研究の原点となった東北大学が調
査・収蔵してきた栃木県栃木市星野遺跡の資料群、その中
の第 3 次調査で報告された第 8 文化層の石器群を再観察し、
近年の北関東地方赤城火山南東麓周辺の後期更新世のテフ
ロクロノロジーの調査成果を踏まえてその位置付けをおこ
ないたい。

１．栃木県星野遺跡の調査

　1）遺跡と発掘トレンチの位置
遺跡は栃木県栃木市星野町山口に所在する。栃木市の北

西部約 15㎞にある星野遺跡は足尾山地の南麓に位置する（第
2 図）。星野遺跡は足尾山地から流れ出る永野川の上流域に
あって、その東岸の洪積台地に位置する。山口台地にある
遺跡では第 1 ～ 4 地点を選定し、発掘された（第 1 図 A）。
特に、旧石器時代の調査区は北側に位置する山際の近い第 3
地点を中心に A ～ F トレンチが設定された（第 1 図 B）。第
3 地点 E トレンチ（12m × 4m）は地表面から深さ約 14m
まで調査され、台地の基盤である砂礫層に到達した（第 1
図 C）。現在、このトレンチは栃木市教育委員会によって整
備され、『星野遺跡地層たんけん館』として公開されている。
本稿では、星野遺跡第 2・3 次調査で発掘された第 3 地点 E
トレンチの第 8 文化層の石器群を取りあげる。
　2）基本層序と検出された文化層

第 3 次調査報告（芹沢　1970）で記載された層序と土
壌に関する色調の観察、さらには芹沢の最終報告となった
2003 年に書かれた『考古学ジャーナル No.503 号』の見解
を整理し、第 3 地点 E トレンチで発見された星野遺跡の層
位と文化層の関係について紹介する（芹沢　2003）。なお、
第 2・3 次調査報告書では層序名がローマ数字（Ⅷ a ～Ⅷ p）
で表記されており、この層序名も付加することにした（芹
沢 1970）。また、第 4 次調査での g・h 層の細分についても
記述する（芹沢ほか 1974）。
　〈第 3 地点 E トレンチの断面柱状図〉

第 1 層 黒色腐植土層の表土。
第  2 層 黒色腐植土層〈第 1 文化層 - 有舌尖頭器を包含す

る層〉。
第  3 層 暗灰色粘土層は〈第 2 文化層 - 砂岩製石器を包含

する層〉とされた。

第 4 層 黄褐色ローム層。
第 5 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第 6 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第 7 層 褐色ローム・黄色軽石を含む層。
第  8 層 灰白色粘土層は〈第 3 文化層 - 前期旧石器を包含

する層〉とされた。
第 9 層 褐色ローム層。
第  10 層 暗褐色ローム層。「暗色帯」（BB）〈第 4 文化層〉。

この上位に鹿児島県姶良火山起源の姶良 Tn 火山灰（AT）
が検出された。

第 11 層 褐色ローム層。
第 12 層 灰青色火山砂層。
第 13 層 ( Ⅶ ) 黄色軽石層。赤城 - 鹿沼軽石（Ag-KP）層。
第 4 次調査の結果から、第 13 層 -( Ⅶ層 ) の軽石層は群馬

県赤城山起源の鹿沼軽石（Ag-Kp）とする新井房夫の考え方
を受け入れた（芹沢ほか　1974 年）。

第  14 層 -( Ⅷ a) 暗褐色軟質ローム層。〈第 5 文化層〉を包
含する層。

第 15 層 -( Ⅷ b) 灰色パミス層。榛名 - 八崎軽石（Hr-HP）層。
第 16 層 -( Ⅷ c) 褐色ローム層。
第  17 層 -( Ⅷ d) 白・灰色パミス層。赤城 - 行川軽石（Ag-

NmP）層。
第  18 層 -( Ⅷ e) 褐色～灰色ローム層。〈第 6 文化層〉を包

含する層。
第  19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミスを含む層。赤城 -

水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）。
第  20 層 -( Ⅷ g) 赤味をおびた軟質ローム層。〈第 7 文化層〉

を包含する層。
　 なお、第 3 次調査では第 2 次調査 D トレンチで発見さ

れた〈第 7 文化層〉の 10 点の石器を〈第 8 文化層〉に
帰属するものとして変更している。また、第 4 次調査
では g 層を g-1 層と g-2 層に細分。

第  21 層 -( Ⅷ h) 灰色の火山砂層。〈第 8 文化層〉を包含
する層。また、第 4 次調査では h 層を h-1 層、h-2 層、
h-3 層に細分。

第  22 層 -( Ⅷ i) 赤味をおびた軟質ローム層。〈第 9 文化層〉
を包含する層。　立山 E 火山灰層。

第  23 層 -( Ⅷ j) 灰色・白色パミスを含む層。新に〈第 10
文化層〉を包含する層を確認。

第  24 層 -( Ⅷ k) 灰色ローム層。灰色・白色パミスを含む。
新に〈第 11 文化層〉を確認。

第  25 層 -( Ⅷ l) 灰色ローム層。〈第 10 文化層〉から〈第
12 文化層〉に変更。

第 26 層 -( Ⅷ m) 橙色パミス層。
第 27 層 -( Ⅷ n) 灰青色火山砂層。
第 28 層 -( Ⅷ o) 白色火山砂層。
なお、第 26 層から第 28 層を《三色パミス》と呼称した。
第  29 層 -( Ⅷ p) 褐色硬質ローム層。〈第 11 文化層〉から〈第
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第 1 図　星野遺跡の調査（芹沢　1970・2003 より）
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第 3 図　足尾山地、宇都宮 水戸にかけて分布するテフラ柱状図（鈴木　1990 より）
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第 2 図　北関東地方の前期旧石器時代の遺跡
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13 文化層〉に変更。
第 31 層
第 32 層
第 33 層 オレンジ色パミス層。
第 34 層 赤色パミス層。
第 35 層
第 36 層 砂礫の小礫を含む層
第 37 層
第 38 層
第 39 層 暗青色砂礫層
以上、1967 年の第 3 次発掘終了後、第 1 ～ 3 次調査まで

の研究成果を 1970 年に『星野遺跡第 3 次調査報告書』とし
て公表した芹沢は、遺跡の発掘が基盤まで到達していない
ことから、1973 年に第 4 次調査と 1978 年に第 5 次調査を
実施した。

第 4 次調査は 1973 年 3 月 21 日～ 4 月 28 日に発掘がお
こなわれた。この調査では第 20 層 - Ⅷ g と第 21 層 - Ⅷ h
が精査された。〈第 7 文化層〉を包含する赤味をおびた軟質
ローム第 20 層 - Ⅷ g は、赤褐色を呈する火山砂を含んだロー
ム層（g-1）と、粘土化の著しい肌色味を帯びた茶褐色のロー
ム層（g-2）とに細分された。また、〈第 8 文化層〉を包含
する層は灰白色を帯びたローム層（h-1）、硬い灰白色を呈
する火山砂質やシルト質層（h-2）、純粋な火山砂層（h-3 層）
に細分された。上位の h-1・2 層はいずれも石器を包含する
ものの、下位にある h-3 層は無遺物層であるとした。芹沢
は第 4 次の調査結果から〈第 5 文化層〉直上にある軽石層（第
Ⅶ層）が約 3.2 万年前に降下した鹿沼軽石（Ag-Kp）とする
新井房夫の考え方に同意し、新たに〈第 5 文化層〉以下を
前期旧石器時代の石器群とした（芹沢ほか　1974 年）。

第 5 次調査は 1978 年 4 月 18 日～ 5 月 19 日までおこな
われた。地表面から約 14m まで深掘され、礫層に到達した。
この調査では、灰色・白色パミスを含む層とした第 23 層 -
Ⅷ j で石器を発見し、新に〈第 10 文化層〉を設定した。また、
灰色ローム　灰色・白色パミスを含む第 24 層 - Ⅷ k で石器
を発見し、新に〈第 11 文化層〉を設定している。先の調査
で《三色パミス》の直上の灰色ロームの第 25 層 - Ⅷ l から
発見された〈第 10 文化層〉を〈第 12 文化層〉に変更した。
さらに、《三色パミス上部》とした橙色パミスの第 26 層 -
Ⅷ m、《三色パミス中部》とした灰青色火山砂の第 27 層 -
Ⅷ n、《三色パミス下部》とした白色火山砂第 28 層 - Ⅷ o
がセットとして把握し、再確認された。その直下の第 29 層
- Ⅷ p とした褐色硬質ローム層より発見された石器群を〈第
11 文化層〉から〈第 13 文化層〉に変更している。

以上、第 5 次調査では発掘調査が基盤までおこなわれ、〈第
11・12・13 文化層〉の確認と星野遺跡下層出土の石器群の
整理と見解が『考古学ジャーナル No.503 号』に報告されて
いる（芹沢　2003 年）。

2006 年 3 月 16 日、芹沢はまさに第 5 次調査報告書作成

準備中に亡くなった。
　3）第 3 次調査の結果について

芹沢は第 3 次調査報告書の中で「星野遺跡調査の意義」
としてその発掘結果を的確にまとめている（芹沢 1970）。

ⅰ） 星野遺跡では 11 枚の旧石器時代の石器群が層位的に
検出されたことを確認し、〈第 1 文化層〉を後期旧石
器時代に、〈第 3 ～ 11 文化層〉を前期旧石器時代と
した。

ⅱ） 各文化層の出土資料量や組成に注目し、前半期を〈第
8 文化層〉、後半期を〈第 3 文化層〉の代表として取
り上げ、下層から上層にかけてチョパーの減少、剥
片尖頭器の増加がみられるという石器群の変化を指
摘した。

ⅲ） 前期旧石器時代の石器群は板状に剥離される珪岩を
そのまま利用して製作され、そしてこの技術が一貫
して保持されることや、剥片石器と石核石器が半々
組成するとした。

ⅳ） 〈第 5 文化層〉から動物足跡の発見と、〈第 6 文化層〉
の下面から住居跡が検出されたことを報告した。

ⅴ） 星野遺跡の各文化層に大・中・小形石器が発見され、〈第
4・5・6 文化層〉では総じて極小形石器が多く、〈第 8・
9・10・11 層〉では大・中形石器が増加するとした。

ⅵ） 星野遺跡の年代については、形態・材質・組成・製
作技術からみて第 8 ～ 11 文化層は下末吉ローム期ま
で遡ることが明らかであろうと考えた。その絶対年
代観を 3 万年前より古く、13 万年前より新しく予想
した。

ⅶ） これら珪岩製石器群は群馬県から茨城県の関東地方
の北部山麓の末端に分布し、約 20 ケ所で発見された
ことを指摘した。それらは、下末吉海進と密接な関
連をもって古人類の居住がなされた結果であると説
明した。

上述したように、第 4 次調査終了後、芹沢は約 3.2 万年
前に降下した鹿沼軽石層（第Ⅶ層）の下位で発見される石
器群（第 5 文化層）より前期旧石器時代とした。

2003 年以降も日本の前期旧石器時代の編年が早水台遺跡
→星野遺跡への時間的な流れを設定できるとし、早水台遺
跡の後出する石器群として星野遺跡を位置づける見解は、
1970 年代以降後も一貫して変わっていない。この時に示さ
れた年代測定値がその考えを補強するものとなっている。

２．星野遺跡第 3 地点 E トレンチ第 8 文化層
出土の石器群

第 3 地点 E トレンチ（48㎡）で発掘がおこなわれた結果、
第 8 文化層からは 154 点の資料が回収されたが、その中に
は人工品と非人工品があると考えられる（第 1 図 D）。これ
らの資料について筆者は人為的な剥離面として認識するた

栃木県星野遺跡第 8 文化層出土の石器群の位置づけ



18

めに、打点、バルブ、リング、フィッシャーなどの剥離さ
れた面に現れる諸要素を個別に観察した。特に、人為的な
剥離面として認定する観察項目の最低限の条件としてバル
ブ、リング、フィッシャーの存在を取り上げた。また、割
れ面の観察には、人為的な剥離面と自然面や節理面との違
いを識別するため、両者の剥離面形成の時間差を調べ、検
討した。人工品による割れ面は、比較的新鮮な割れ面をもち、
その風化度に時間差が見られない場合に、人為的行為が強
い剥離面と考えた。非人為的な割れ面は、割れ面の風化度
が著しく、稜線や摩滅痕などにある転石面や節理面と大き
な時間差が無い場合に、それらを自然作用とみなし、人工
品から除外した。

さらに、星野遺跡第 2 次調査報告書で打面、打点、剥
離方向の位置を検討するため「髭状フィッシャー」の存在
を基準に人工品として識別する方法がとられたが（芹沢　
1968）、ここではチャート製石材に残された剥離面のバルブ、
リングと通常みられるフィッシャーを再確認し、実測図に
表現した注。
　1）石器組成：（第 4 図 -1 ～ 5）

芹沢は、第 8 文化層の 115 点の石器類をチョパー、尖頭
礫器、楔形石器、祖型握槌、楕円形石器、彫刻刀、スクレ
イパー、剥片尖頭器、使用痕ある剥片に分類した（第 1 図
E）。第 8 文化層は、素材が礫核石器（58 点）、剥片石器（57
点）のほぼ同数を示し、第 3 文化層（後で二次堆積とした）
と比較した場合、チョパーの減少、剥片尖頭器の増加がみ
られるという。ここでは大枠で示された石器類の分類と名
称を踏襲し、紹介する。ただし、スクレイパー類については、
二次加工の状況から縁辺加工石器として分類し、呼称する。

第 4 図 -1 は大形の剥片末端に急斜度の調整剥離したチョ
パーである。第 3 次報告書でもチョパーとして報告された（8
―16）。剥片末端に腹面側から二次加工した石器で、刃部は
ゆるい鋸歯縁を呈する。両側辺に自然面を残した板状剥片
を素材とし、基部側には一枚の平坦な打面がみられる。剥
片を素材とした縁辺加工石器として分類できるが、器体が
大きい（10㎝以上）ことから片刃のチョパーとした。石材
はチャート。長さ 11.74 ×幅 6.45 ×厚さ 4.46㎝。　

同図 -2 は第 3 次報告書で楕円形石器とされたものであ
る（8―58- カラー写真）。この石器は剥片の側辺や末端部に
調整加工が施されている。調整は二縁辺に施され、全周に
及ばない。腹面や背面の縁辺部に面的加工された縁辺加工
石器とする。一側辺に自然面をもつ板状剥片を素材とする。
石材はチャート。長さ 5.92 ×幅 4.16 ×厚さ 1.96㎝。

同図 -3 は第 3 次報告書でチョパー e 類とされた石器であ
る（8―34）。剥片の末端部に二次加工したエンド・スクレ
イパーである。先端部を腹面側（3b）から断ち切るように
急峻な調整加工がほどこされている。基部側は一枚の平坦
打面を残す。背面側（3a）はほぼ自然面である。打面も自
然面である（3b）。剥離の初期段階の剥片が石器に利用され

ている。実測図を新たに追加。石材はチャート。長さ 5.36
×幅 3.88 ×厚さ 2.36㎝。

同図 -4 は第 3 次報告書でスクレイパーとされた石器であ
る（8―76）。これを小型剥片の末端に調整加工された縁辺
加工石器とした。刃部は外彎を呈する。二次加工は腹面（4b）
から背面側（4a）に薄く、浅くおこなわれ、奥まで入らない。
両側辺に自然面を残した剥片が素材となり、基部側に厚み
のある平坦な打面がみられる。腹面（4b）はバルブの発達
がなく、平滑である。石材はチャート。長さ 3.29 ×幅 2.88
×厚さ 1.29㎝。

同図 -5 は器体中央部に厚みをもつ尖頭石器である。自然
面と平滑な節理面を大きく残す背面側（5a）の先端部は、
腹面側（5b）から急斜度に加工した鈍い尖頭部が製作され
ている。側辺部にあたる 5c 面には尖頭部までつながる三枚
の並行した剥離痕が観察され、これが器体を整えた調整加
工と推定される。平坦な腹面（5b 面）には打点直下に大き
な発達したバルブがみられる。剥片を素材とした厚手の石
器。5d 面は素材となった剥片の打面部に相当する。実測図
を新たに追加。石材はチャート。長さ 9.28 ×幅 6.20 ×厚さ
4.50㎝。
　2）剥片生産技術：（第 4 図 -6 ～ 13）

チ ャ ー ト 製 の 剥 片 類（ 同 図 -6 ～ 12） と 石 核 類（ 同 図
-13）が発見されている。

同図 -6 は縦長の板状剥片（8―145）。両側辺に自然面を
残す。平坦打面。背面（6a）は一枚の上位から剥離痕が観
察される。同形の剥片が連続剥離されたのであろう。実測
図を新たに追加。石材はチャート。長さ 6.60 ×幅 3.84 ×厚
さ 1.68㎝。

同図 -7 は五角形を呈する板状の剥片。打面と末端部に自
然面を残す（8―102）。背面（7a）は二枚の横位からの剥離
面によって構成される。上・下両側辺に自然面をもつ板状
の礫から剥離された剥片であろう。右側横位の剥離面に細
かな剥離痕が観察される。風化度は同じである。実測図を
新たに追加。石材はチャート。長さ 4.58 ×幅 3.24 ×厚さ 1.40
㎝。

同図 -8 は台形を呈する剥片。末端部に平滑な節理面を残
す。背面（8a）は一枚の上位からの剥離面と自然面によっ
て構成される。二枚の剥離面をもつ打面。実測図を新たに
追加。石材はチャート。長さ 5.26 ×幅 4.28 ×厚さ 2.00㎝。

同図 -9 は縦長の板状剥片（8―146）。背面（9a）は二枚
の横位から剥離痕が観察される。上端部に平坦な打面が残
る。長方形を呈する剥片。実測図を新たに追加。石材はチャー
ト。長さ 5.50 ×幅 3.10 ×厚さ 1.20㎝。

同図 -10 は正方形を呈する剥片。末端部に平滑な節理面
を残す。背面（10a）は一枚の横位からの剥離面と自然面に
よって構成する。二枚の剥離面をもつ調整打面。実測図を
新たに追加。石材はチャート。長さ 6.04 ×幅 4.88 ×厚さ 1.76
㎝。
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第 4 図　星野遺跡第 8 文化層の石器
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同図 -11 は剥離初期段階の剥片。背面側（11a）に節理面
を残す。一枚の剥離面をもつ平坦打面。実測図を新たに追加。
石材はチャート。長さ 3.30 ×幅 3.59 ×厚さ 1.16㎝。

同図 -12 は五角形を呈する薄い板状の剥片。背面と腹面
の区別が難しい。打面と末端部に自然面を残す。背面（12a）
には一枚の上位から剥離痕がみられる。両側辺に自然面を
もつ板状の礫から剥離された剥片であろう。実測図を新た
に追加。石材はチャート。長さ 5.18 ×幅 4.10 ×厚さ 1.08㎝。

同図 -13 は角礫が素材となった石核である（8―122）。形
状が直方体を呈する。石核の作業面（13a）には一枚の大き
な縦長剥片類を剥離した痕跡がある。裏面（13b）は平滑な
自然面であり、角礫と推定される稜線が明瞭に残る。剥片
は平坦な自然面から剥離されている。実測図を新たに追加。
石材はチャート。高さ 7.86 ×幅 4.63 ×厚さ 3.16㎝。

以上、第 8 文化層の石器類は、板状・箱形の羊羹状、楕
円形のコッペパン状の礫が遺跡に持ち込まれ、それを素材
として剥片が割られ、縁辺部に二次加工される。人工品と
した資料は、第一次・第二次剥離を経たものであり、決し
て転石の縁辺部のみに剥離がみられるものを石器として選
択したわけではない。
　3）石器群の特徴

ⅰ） チョパー、尖頭石器、縁辺加工石器が組成する。明
確な両面加工石器は無い。

ⅱ） 大型石器で厚手のチョパーと尖頭石器は大きさが 10
㎝前後あり、量的に僅少である。

ⅲ） 最も多いのは大きさが 4 ～ 6㎝前後の縁辺部を加工
する中型の縁辺加工石器である。大きさが 3㎝前後の
縁辺部を加工する小型の縁辺加工石器もみられるが、
少ない。

ⅳ） 4 ～ 6㎝前後の中型の縁辺加工石器は剥片の周縁部に
調整剥離が施され、器体の奥まで入らない。

ⅴ） 剥片生産技術は二種類存在したものと考えられる。
一つは、板状、箱形の羊羹状（芹沢　1970）、楕円形
のコッペパン状（松沢　1999）の礫が選択され、剥
離の進行する面を表・裏二面に限定し、目的とする
剥片が剥離されるもの。その際、中身の節理に沿っ
て打面と作業面の位置関係が固定されたと考えられ
る。いま一つは、打面と作業面の位置関係を固定せ
ずに、剥離がランダムに進行するもの。

ⅵ） 剥片類は打面、背面の末端部と両側辺に自然面を残
すものが多い。

ⅶ） 剥片形状は、幅広・横長の四角形状を呈するものが
多く、打面幅、打面厚が大きい。

ⅷ） 打面は 1 ～ 2 枚の平坦な剥離面か、自然面である。
複数の調整打面は無い。

ⅸ）石材はチャート。他は確認できない。

３．赤城火山南東麓周辺のテフロクロノロジー
と相沢忠洋の発見した石器

　1）鈴木毅彦のテフラ調査と星野遺跡の層序
1990 年に『地学雑誌』Vol.99､ No.2（903）で発表された

赤城火山南東麓周辺の後期更新世の時期についての地層堆
積状況を記載した鈴木毅彦の「テフロクロノロジーからみ
た赤城火山最近 20 万年間の噴火史」の論文から足尾山地南
側地域にある星野遺跡第 8 文化層の石器群の年代的位置付
けについて考察する。ここでは、鈴木によって作成された
群馬県赤城火山南東に位置する水沼付近の露頭断面のテフ
ラの模式柱状図を紹介する（鈴木　1990）。

第 3 図（Loc.7）は鈴木によって示された群馬県山田郡大
間々町赤城火山南東水沼付近の露頭で作成された層序図で
ある。この露頭は赤城火山から南東約 10㎞に位置する。星
野遺跡とは東へ約 35㎞離れている。以下、この周辺にみら
れる降下「軽石層」を中心に層位的な堆積状況を説明する。

ST-1. 表土の下位に約 2m に姶良 Tn 火山灰（AT）が検出
されている。

ST-2. 姶良 Tn 火山灰の下位に、厚さ約 110㎝の、主に足
尾古生層の堆積岩（チャートなど）由来の異質岩片からな
る水沼石質降下火砕岩（CLP- 守屋　1968）が堆積する。

ST-3. 水沼石質降下火砕岩の下位に、厚さ約 132㎝の発泡
のよい黄白～オレンジ色の粗粒軽石からなる降下軽石堆積
物の赤城 - 鹿沼軽石（Ag-KP）が堆積する。鹿沼軽石は CLP
をのせる。その間に厚さ 35㎝の降下火山灰を挟む。

ST-4. 鹿沼軽石層の下位 60㎝に、厚さ約 20㎝の黄色の榛
名 - 八崎軽石（Hr-HP）が堆積する。供給源は榛名火山。

ST-5. 八崎軽石層の下位に、厚さ約 94㎝の赤城 - 湯ノ口軽
石（Ag-UP）が堆積する。この軽石は多数の降下ユニット
からなり、オレンジ色、黄色、灰白を呈する発泡の悪い軽
石からなる降下軽石堆積物である。供給源は赤城火山。

ST-6. 湯ノ口軽石層の下位約 20㎝に、二枚の軽石層が堆積
する。鈴木はこの二枚の軽石層が栃木県日光市、今市付近
の行川（なめかわ）沿いに見られることから赤城 - 行川第 1
軽石（Nm-1）、同第 2 軽石（Nm-2）と呼称し、後者を同県
那須野原で記載された乙連沢軽石（OtP）に対比している（岩
崎ほか　1984）。また、赤城山南東麓周辺の高泉付近でも赤
城 - 湯ノ口軽石（Ag-UP）の下位に、行川軽石群が検出され
る。その下位には広域テフラの大山倉吉軽石（DKP）が発
見されている。水沼付近では大山倉吉軽石が土壌化作用で
肉眼の観察ができなかったというが、他の北関東各地で火
山灰土中に降下火山灰の塊として黄～オレンジ色のパッチ
状に挟まれることがフィールド調査で確認できる。

次に、鈴木は以前に「一ノ鳥居軽石群」と呼ばれた降下
軽石堆積物（守屋　1968）を「水沼軽石群」と呼称し、何
枚かに細分した。水沼付近では御岳第 1 軽石（Pm-1）が大
山倉吉軽石の下位約 4m のところにあり、5 枚の水沼軽石群

柳田俊雄



21

が確認された。ここでは、御岳第 1 軽石（Pm-1）層まで紹
介する。

ST-7. 赤城 - 水沼第 1 軽石（MzP-1）は大山倉吉軽石の下
位約 20㎝にあり、厚さ 10㎝の黄色軽石である。この直下に
層厚 7㎝の暗茶褐色のスコリアがある。この層は北橘スコリ
ア層（HkS）と呼称され、MzP-1 の直下でセットとして発見
できる。

ST-8. 赤城 - 水沼第 2 軽石（MzP-2）は MzP-1 の下位約 30
㎝にある。三枚の降下ユニットからなる厚さ 45㎝軽石堆積
物｡  本層下位は宇都宮周辺で宝木ローム層の基底となる。

ST-9. 赤城 - 水沼第 3 軽石（MzP-3）は厚さ約 10㎝の白色
軽石。この直下に層厚約 7㎝の暗茶褐色のスコリアがある。
明瞭な層をなさない。

ST-10. 赤城 - 水沼第 4 軽石（MzP-4）は MzP-3 の下位約
80㎝にある。逆進化構造をもつ厚さ約 20㎝の降下軽石堆積
物｡

ST-11. 赤城 - 水沼第 5 軽石（MzP-5）は MzP-4 の下位約
15㎝にある。厚さ約 26㎝降下軽石堆積物｡  赤城火山南麓
の高泉では MzP-4 の下位約 25㎝のところに MzP-5 があり、
その下位約 20㎝に、厚さ 5㎝の阿蘇火山灰 -4（Aso-4）がある。
赤城火山南麓の二本木では On-Pm1 の直上に喜界 - 葛原火
山灰（K-Tz）が肉眼で観察することができるという。

ST-12. 赤城 - 水沼第 6 軽石（Mzp-6）は御岳第 1 軽石（On-
Pm1）の下位 20㎝にある。厚さ 140㎝の黄色降下軽石堆積物。
正級化構造を示し、下部に火山砂を挟む。

以上、赤城火山南東麓周辺の水沼（Loc.7）では、赤城
- 湯ノ口軽石（Ag-UP）の下位に行川軽石群（Ag-Nm）や
大山倉吉軽石（DKP）が発見され、その下に水沼第 1 軽石

（MzP-1）か確認されている。群馬県桐生市鶴ヶ谷東遺跡で
は赤城 - 湯ノ口軽石の下位に暗褐色の「チョコ帯」が発達し、
その中で水沼第 1 軽石が確認できなかったものの、色調が
赤色を呈する北橘スコリア層（HkS）が検出され、石器がそ
の前後する位置から出土した（芹沢ほか　2006）。北橘スコ
リア層（HkS）は、この周辺地域で MzP-1 の直下でセット
として発見することができることから、野外で確認する上
で良い示標となるといわれている。

星野遺跡では、第 19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミス
を含む層が赤城 - 水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）との指摘があ
る（芹沢　2003）。したがって、星野遺跡第 8 文化層の石
器群は赤城 - 水沼第 1 軽石（Ag-MzP-1）下位から発見され
たことになる。また、日本列島の広域テフラとの関係で整
理すれば、星野遺跡第 8 文化層は赤城 - 水沼第 6 軽石（Mzp-
6）の上に位置する御岳第 1 軽石（On-Pm1）、阿蘇火山灰 -4

（Aso-4）、喜界 - 葛原火山灰（K-Tz）よりも上位に存在する
ことになる。

なお、鈴木正男による第 19 層 -( Ⅷ f) のフィッション・
トラックの年代は、56,000 ± 11,000BP、59,000 ± 9,000BP（鈴
木　1975）と報告されている（芹沢　2003）。

　2）赤城火山南東麓周辺で相沢が発見した石器
1949 年に相沢忠洋によって発見された群馬県笠懸村岩宿

遺跡の発掘調査は日本旧石器時代研究の嚆矢となった。そ
の後も相沢は赤城火山南東麓周辺で分布調査をおこない、
群馬県不二山遺跡、同県桐原遺跡、同県権現山遺跡で約 3
万年前を古く遡る石器を関東ローム層中から次々と発見し
た。ここでは、星野遺跡第 8 文化層の石器群を関東地方北
部に位置する足尾山地南側地域の 3 万年以前といわれる不
二山遺跡石器群、山寺山遺跡石器群、権現山遺跡石器群と
比較する。
　a. 群馬県不二山遺跡（第 5 図 -1 ～ 4）

遺跡は群馬県勢多郡新里村（現桐生市）大字新川字不二
山 3145 番地ほかに所在する。不二山遺跡は赤城山東南麓の
台地上に立地し、渡良瀬川の扇状地の扇頂部に近くにあっ
てその右岸に位置している。遺跡は通称不二山とよばれる
小山 ( 標高 285m) の南麓の台地の付け根付近にあって、標
高 240m ところに立地している。東南側が大間々扇状地の
桐原面の低地に続いている。
　基本層序：（第 5 図 - 右上位）

第Ⅰ層　表土。
第Ⅱ層　比較的硬い黄褐色のローム層。50cm。
第Ⅲ層　褐色の細かい軽石層（BP）。20cm。
第Ⅳ層　暗褐色のローム。「黒色帯」に相当する。30cm。
第 V 層　褐色の硬いローム層。25cm。
第Ⅵ層　青灰色の鹿沼軽石層（Ag-KP）。10cm。
第 Ⅶ層　上半部にクラック帯を有する褐色のローム層。

50cm。
第 Ⅷ 層　 白 味 の あ る 黄 褐 色 の 八 崎 軽 石 層（Hr-HP）。

30cm。
第Ⅸ層　褐色のローム層。50cm。
第  X 層　3 色パミスといわれる湯ノ口軽石層（Ag-UP）。

40cm。
第  XI 層　上半部にクラック帯を有する粘土化の進んだや

や硬質のチョコレート色をしたローム層。50cm。不二
山遺跡の石器はこの層から発見された。

第  XII 層　安山岩や凝灰岩の大小の角磔を多量に包含する
灰褐色の泥流層。

　不二山遺跡の石器群：
石器は 6 点とも第 XI 層の上位部分から抜き取りによって

採集された。石器が出土した範囲はごく狭く、いずれも近
くで発見されたもので同一のセットをなす石器と考えられ
ている。

第 5 図 -1 はホルンフェルス製の大形の剥片を素材とした
周辺加工の厚手の石器である。形態は楕円形を呈する。自
然面を大きく残す背面側（a 面）から腹面側（b 面）に調整
加工をおこなった石器である。加工された調整剥離は奥ま
で入らない。筆者はこの石器を両面加工石器の「ハンドアッ
クス」と呼称せず、大型の「縁辺加工石器」に分類する。
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第 5 図　群馬県不二山遺跡の石器（相沢・関矢　1988 より）
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長さ 11.1cm、幅 7.5cm、厚さ 4.0cm、重さ 395.0g。
同図 -2 は安山岩製の大形の剥片を素材とした縁辺加工石

器である。調整加工が二側辺に背面側（b 面）から腹面側
（a 面）におこなわれた鈍角な尖頭部をもつ厚手の石器であ

る。基部側は背・腹両面の縁辺にも細かな調整剥離がおこ
なわれている。いずれも二次加工は奥まで入らない。長さ
11.0cm、幅 6.2cm、厚さ 2.2cm、重さ 200.0g。

同図 -3 は頁岩製の中形の剥片を素材とし、先端部に調整
加工を施した厚手の石器である。調整加工は交互剥離によっ
て縁辺部に施され、奥まで入らない。側縁部にも微細な剥
離痕がみられる。素材は平坦な自然面打面をもつ剥片であ
る。長さ 7.5cm、幅 5.9cm、厚さ 1.8cm、重さ 80.0g。

同図 -4 は頁岩製の中形の剥片を素材とし、腹面側（a 面）
に微細な剥離痕がみられる厚手の石器である。打面とバル
ブも調整加工によって取り除かれている。長さ 7.6cm、幅
5.6cm、厚さ 1.2cm、重さ 50.0g。

このほかに、剥片 1 点と粘板岩製の石器 1 点が発見され
ている。

以上、不二山遺跡の石器群の 6 点は第 XI 層上位の部分か
ら抜き取りによって採集された。湯ノ口軽石（Ag-UP）直下
に発達する「チョコ帯」中から発見された石器である。採
集された時期が早いため、行川軽石群、大山倉吉軽石、水
沼第 1 軽石、北橘スコリア層との関係は不明である。石器
群は赤城 - 湯ノ口軽石層下位の石器群として把握する。

石器群の特徴はホルンフェルスや安山岩の大型剥片、頁
岩の中型剥片を素材とし、楕円形や二側辺が収斂する縁辺
加工石器が発見されている。「ハンドアックス」は組成しな
い。打面幅、打面厚が大きく、形状の幅広・横長の四角形
を呈した剥片類が素材に供給されている。
　b. 群馬県山寺山遺跡（第 6 図 -1 ～ 4）

群馬県みどり市笠懸大字阿佐見に所在する。山寺山遺跡
は大間々扇状地内にあって、旧渡良瀬川沿いの孤立丘の琴
平山の南端付近に立地している。標高は 170m ある。国瑞
寺と呼称される寺院の存在からこのあたりが山寺山と言わ
れており、遺跡名はここから命名された。1960 年に相沢忠
洋によって山寺山遺跡が発見され、岩宿遺跡の再調査の契
機となった。岩宿遺跡から南へ 500m に位置していること
から、東北大学芹沢長介教授はこの地点を岩宿遺跡 D 地点
と命名し、1970・1971 年に発掘調査をおこなっている。石
器が発見された山寺山遺跡の露頭付近は 1970 年 B・C トレ
ンチとして発掘された。ここでは、1960 年に相沢によって
発見された資料を紹介する。
　基本層序：（第 6 図 - 右中位）

第Ⅰ層　黒色腐植土層の表土。約 50cm。
第Ⅱ層　黄褐色ローム。90cm。
第Ⅲ層　八崎軽石層（Hr-HP）。30cm。
第Ⅳ層　褐色ローム。30cm。山寺山遺跡の石器はこの層

から発見された。

第Ⅴ層　砂礫を含む層の互層。230cm。
第Ⅵ層　湯の口軽石層（Ag-UP）。60cm。
それより下層もローム層と砂礫層の互層が続く。

　山寺山遺跡の石器群：
石器の出上層位は第Ⅳ層中で、いずれも数メートルの範

囲内の同一レベルの位置から断面採集された。発見された
石器は 4 点である。

第 6 図 -1 は砂岩製のチョッピング・トゥールである。形
状が逆三角形を呈し、両面に自然面を残す。刃部は交互剥
離によって直線的な刃部が作られている。調整加工は a 面
の左側辺にもみられる。基部側の二側辺は鈍角を呈し、厚
みもつ。素材には比較的薄い板状の角礫が使用されている。
長さ 5.9cm、幅 11.3cm、厚さ 5.1cm、重さ 570.0g。

同図 -2 は砂岩製の大形の分厚い剥片を素材にした周縁加
工の尖頭石器である。a 面の中央にポジティブな剥離面を残
す。b 面は下部に自然面を残し、周辺部に面的な剥離がほ
どこされている。基部は折り取られているため平坦である。
重量感がある。長さ 12.6cm、幅 9.1cm、厚さ 3.0cm、重さ
416.0g。

同図 -3 は砂岩製の大形の分厚い剥片である。形状が立
方体を呈する。打面部も大きくて分厚い。背面側に自然面
を大きく残す。長さ 7.1cm、幅 8.5cm、厚さ 5.9cm、重さ
521.0g。

同図 -4 は青色の良質のチャート製の多面体石核である。
平坦な面から有効な剥離角が選ばれ、幾度かの剥離が試み
られているという。縁辺には階段状剥離が密集する。小型
剥片を剥離した石核と考えられる。長さ 3.6cm、幅 7.2cm、
厚さ 4.5cm、重さ 185.5g。

以上、山寺山遺跡の石器群 4 点は第Ⅳ層中から発見され、
いずれも数メートルの範囲内の同一レベル位置より断面採
集された。八崎軽石層（Hr-HP）の下位、褐色ローム中から
の出土した石器である。山寺山遺跡石器群を榛名 - 八崎軽
石層下位の石器群として把握する。

石器群は大型砂岩製石器と小型チャート製石核が共伴し
ている。中型チョッピング・トゥール、大型周縁加工の尖
頭石器が発見されている。調整加工は奥まで入らない。形
状が幅広・横長の四角形を呈した剥片類が素材に供給され
ている。打面幅、打面厚が大きい。チャート製の多面体石
核から小型剥片類が生産されている。
　c. 群馬県権現山遺跡第 1 地点（第 7 図 -1 ～ 7）

遺跡は群馬県伊勢崎市豊城城町八寸字権現山に所在する。
権現山遺跡は旧渡良瀬川の扇状地の中にあって、広大な独
立丘の権現山（標高 91m）の南緩斜面にある。標高は 75m
である。遺跡の西側 1.5m に粕川が南流している。1950 年
に相沢忠洋によって発見された。権現山遺跡は第 1・2・3
地点に分けられている。第 1 地点の北へ 80m を第 2 地点、
さらに北へ 20m を第 3 地点としている。現在、権現山遺跡
の大部分は住宅建設によって消滅した。発見された地点で
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石器の出土層位が異なっており、ここでは、当該期に関連
する第 1 地点を検討する。
　基本層序：（第 7 図 - 右中位）

第Ⅰ層　腐植土層。表土。約 40cm。
第Ⅱ層　軟質黄褐色ローム。40cm。
第Ⅲ層　硬質黄褐色ローム。40cm。
第Ⅳ層　板鼻褐色軽石層 (BP)。20cm。
第 V 層　「黒色帯」。40cm。
第Ⅵ層　青灰色を帯びた褐色ローム。30cm。
第Ⅶ層　灰白色の八崎軽石（Hr-HP）。20cm。
第 Ⅷ層　やや黒色を帯びた褐色のローム。30cm。第Ⅷ層

下半部から石器を発見。
第Ⅸ層　粘土質暗褐色ローム。30cm。
第 Ⅹ層　安山岩、凝灰岩の大小の角礫を多数包含する泥

流堆積物。第 X 層は権現山の基層をなしており、厚く
堆積する。

　権現山遺跡第 1 地点の石器： 
第 7 図 -1 は先の研究で形態上注目された石器である（芹

沢　1965）。この石器を相沢・関矢は「洋梨形ハンドアックス」
と呼称した（相沢　関矢　1988）。中央部に「くびれ」のよ
うな「段」をもつ形態は、刃部側が大きく、基部側が先細
りとなっている。打面側を下位にし、腹面側の周縁には細
かな調整加工がほどこされている。両面が粗く加工された
後、尖頭部をもつ基部側の形態が縁辺部を丁寧に加工して
いる。両面が加工されており、縁辺部はさらに細かに調整
されている。素材には礫が用いられているとの指摘がなさ
れている。石材は黒色頁岩である。長さ 10.6cm、幅 6.5cm、
厚さ 2.0cm、重さ 152.8g。

同図 -2 はこれを相沢・関矢はハンドアックスと呼称した
（同　1988）。上部が基部なのか、刃部なのかは不明である。

上部の方が先鋭でないとすれば石斧の基部の可能性も考え
られる。また、再加工する際、折損して放棄してしまった
ことも推測される。両面が粗く加工された後、周辺に調整
加工が施されている。石材は頁岩。長さ 8.7cm、幅 3.7cm、
厚さ 2.2cm、重さ 70.1g。

同図 -3 は幅広の剥片素材とした縁辺加工石器である。二
辺を収斂した尖頭部をもつ形態に製作されているが、一つ
の縁辺は自然面を残し、分厚い。石材は黒色頁岩。長さ
7.1cm、幅 5.6cm、厚さ 2.5cm、重さ 96.7g。

同図 -4 は分厚い台形状剥片の末端縁に調整加工をほど
こした縁辺加工石器である。側縁の調整加工は奥まで入ら
ない。素材には打面の大きい、分厚い剥片が用いられてい
る。石材は頁岩。長さ 7.5cm､ 幅 6.1cm､ 厚さ 1.7cm､ 重さ
98.8g。

同図 -5 は縦長の剥片素材とした縁辺加工石器である。腹
面側の一側縁に浅い、細かな調整加工がほどこされている。
側縁の調整加工は奥まで入らない。背面側の中央に自然面
を残し、周辺には多方向からの剥離痕が観察される。石材

は硬質頁岩である。長さ 5.7cm、幅 4.5cm。
同図 -6 は縦長の剥片の縁辺に不規則な調整剥離をほどこ

した縁辺加工石器である。分厚い剥片の周縁に浅い剥離が
観察される。打面は調整打面。石材は全体の風化が著しく
進行した安山岩である。長さ 7.1cm、幅 5.0cm、厚さ 1.3cm、
重さ 56.5g。

同図 -7 は斜め長剥片。打面は平坦な自然面で、背面に
は頭部調整痕をもつ。石材は頁岩。長さ 3.8cm、幅 3.7cm、
厚さ 0.7cm、重さ 13.5g。

以上、権現山遺跡第 1 地点の石器 7 点はⅧ層のやや黒色
を帯びた褐色ロームの下半部から発見された。八崎軽石層

（Hr-HP）の下位、褐色ローム下半部から出土する石器である。
権現山遺跡第 1 地点の石器群を榛名 - 八崎軽石層下位の石
器群として把握する。

石器群は分厚く、大型・中型の石器が発見されている。
両面が加工された石斧やその基部が発見されている。前者
は西洋梨形と呼称された石器であり、これらを後期旧石器
時代初頭の石斧に相通じる形態と推定する。中・小型の石
器は頁岩、安山岩を使用した縁辺加工石器である。二次加
工は器体の奥まで入らず、縁辺のみを加工する形態が多い。
　3）星野遺跡第 8 文化層と相沢が発見した石器との比較

ⅰ）石器群の出土位置：星野遺跡第 8 文化層は湯ノ口軽
石（Ag-UP）下位の赤城 - 水沼第 1 軽石（Mzp-1）直下で検
出されている。鈴木によると、湯ノ口軽石と水沼第 1 軽石
の間に行川軽石群（Nm-1、Nm-2）、や大山倉吉軽石（DKP）
があると指摘されている（鈴木毅彦　1990）。星野遺跡で
は、第 19 層 -( Ⅷ f) 橙色パミスに白色パミスを含む層が水
沼第 1 軽石に相当し、フィッション・トラックの年代観が、
56,000 ± 11,000BP、59,000 ± 9,000BP と報告されている（鈴
木正男　1975、芹沢　2003)。また、不二山遺跡では石器が
湯ノ口軽石層直下に「チョコ帯」といわれる暗褐色土層中
から抜き取られているものの、発見が早期のため、行川軽
石群、大山倉吉軽石との層位的関係は不明である。したがっ
て、両石器群は湯ノ口軽石層の下位で発見されている点で
は同じ時期の可能性も考えられる。一方、山寺山遺跡、権
現山遺跡 1 地点での石器の発見は榛名 - 八崎軽石（Hr-HP）
の下位である。赤城火山南東麓周辺では湯ノ口軽石の上位
に八崎パミスを層位的に確認できることから、星野遺跡第
8 文化層と不二山遺跡の石器群が山寺山遺跡、権現山遺跡 1
地点より年代的に古くなろう。

ⅱ）石器組成：星野遺跡第 8 文化層にはチャート製の板
状扁平礫を素材とした大型のチョパー、尖頭石器、それに
中・小型の縁辺加工石器が組成している。不二山遺跡では、
ホルンフェルス、安山岩、頁岩の大・中型剥片を素材とし
た楕円形や二側辺が収斂する縁辺加工石器が発見されてい
る。両者は大型の分厚い石器類を組成している点で共通し
ている。また、両石器群は「ハンドアックス」が組成しな
い。しかし、星野遺跡では中・小型で器厚の薄い、扁平な
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石器が多いのに対して、不二山遺跡は形態が大・中型である。
石材の相違に起因することも考えられる。一方、山寺山遺跡、
権現山遺跡 1 地点の石器にも分厚く、大型・中型のものが
発見されている。権現山遺跡 1 地点には、以前に西洋梨形
の「ハンドアックス」と呼称された石器と尖頭石器の基部
の一部が発見されており、これらは後期旧石器時代初頭の
石斧に相通じる形態と推定され、先行する時期の加生沢遺
跡・西坂遺跡・早水台遺跡の「ハンドアックス」類とは関
連がないものと考えられる。また、権現山遺跡 1 地点には中・
小型の一群に頁岩、安山岩の縁辺加工石器や石核も発見さ
れている。縁辺に加工する技術はこの時期まで存在する。

ⅲ）星野遺跡第 8 文化層と相沢が発見した三石器群の二
次加工技術は剥片の縁辺部に加工され石器が多い。それら
の調整加工は奥まで入らないのが特徴である。赤城火山南
東麓周辺地域の石器群は石材使用が異なっても、この二次
加工技術が共通して見られる。

ⅳ）剥片生産技術：湯ノ口軽石層下位の星野遺跡第 8 文
化層・不二山遺跡と八崎軽石層下位の山寺山遺跡・権現山
遺跡 1 地点の石器群には共通した剥片生産技術が看取でき
る。石器の素材となった剥片類は、幅広・横長の四角形を
呈した形状が多く、しかも打面の幅と厚さが大きい。剥片
の背面には多方向からの打撃方向を示す剥離痕が観察でき
ることから、打面と作業面の位置関係を固定することなく、
剥離が進行したものと推定される。山寺山遺跡で発見され
たチャート製の多打面石核が最終形態であろう。以前に、
残された円盤状石核から、石核周囲から求心的に剥離を行
う剥片生産技術の存在も推定されたが、その過程に不明な
点も多い。むしろ、これらは剥離状況に応じて打面と作業
面が入れ替わる多面体石核から生産された可能性も考えら
れる。したがって、石核の周囲から求心的な剥離痕がみら
れても、その進行状況に応じて打面と作業面の入れ替えが
おこなわれ、残核として形状が円盤形になったことが推定
される。一方、星野遺跡第 8 文化層にはそれ以外の剥片生
産技術も存在する。楕円形のコッペパン状、箱形の羊羹状
のチャート製の原礫を用い、板状の剥片類を多量生産する
技術である。剥片類は扁平で平面形状が台形、逆三角形を
呈する形態が多くみられる。打面幅、打面厚が大きく、打
面部、背面部の末端・両側辺には平坦な自然面が多く残さ
れている。

ⅴ）石材利用：星野遺跡第 8 文化層では石器にチャート
が使用されており、それゆえ、「珪岩製石器」として一括し
て呼称された。山寺山遺跡ではチャート製石核と砂岩を使
用した石器が一緒に出土しており、本来、両者は共伴して
発見されるのであろう。チャート製石器の利用は、星野遺
跡のように在地の石材の産地状況によって人々の対応が異
なっていたことが予想される。

４．結　語

　①　星野遺跡第 8 文化層出土の人工品について
第 8 文化層には明らかに人工品とする石器が確認できる。

剥片の打・背・腹面に、石核の打・作業面に、打点、バルブ、
リング、フィッシャーなどが観察される。剥片類にはポジ
ティブなバルブ、石核類にはネガティブなバルブが残存す
る。打面は利器類も板状の剥片類を素材とし、縁辺部に調
整剥離がほどこされている。この剥離痕にもネガティブな
バルブが観察される。また、これらの石器・剥片・チップ・
石核には剥離の際にできた同時期の通常のフィッシャーも
観察される。第 8 文化層には風化度の著しい転石面や節理
面をもつ自然面が残存する。コッペパン状、羊羹状のチャー
ト製原石が遺跡内に運ばれ、この地で石器製作がおこなわ
れていたものと推定される。
　②　石器群の特徴

ⅰ） 大・中・小型の石器が共伴している。なかでも 4 ～
6㎝前後の中型・小型の石器が多い。

ⅱ） 石器組成はチョパー、厚手の尖頭石器、縁辺加工石
器がみられる。明瞭な両面加工石器（ハンドアックス）
類は組成しない。

ⅲ） 二次加工は器体の奥まで入らずに、縁辺のみを調整
する技術が多くみられる。

ⅳ） 剥片生産技術は、楕円形のコッペパン状、箱形の羊
羹状のチャート製原石が使用され、剥離の進行する
面を表・裏二面に限定し、目的とする剥片を剥離す
るものと、打面と作業面が頻繁に転移しながら剥片
を剥離するものがある。これらから板状の三角形、
長方形、台形を呈する不揃いな剥片類が剥離される。
打面は厚さがあり、幅も大きい。節理の方向を巧み
に利用した特徴的な板状の剥片類、石核類が多い。

ⅴ）石材はチャート類が使用されている。
　③　赤城火山南東麓周辺の石器との比較

星野遺跡第 8 文化層の石器群は、赤城 - 湯ノ口軽石（Ag-UP）
の下位にある水沼第 1 軽石（Mzp-1）の直下から検出され
ている。同じ軽石の下位から発見されている点では不二山
遺跡石器の出土位置が類似する。資料が僅少であるものの、
両者は時期的に近接するものと推定され、当該期にチャ－
トを利用した石器群と安山岩、ホルンフェルス、頁岩、粘
板岩を使用した石器群の共存が考えられる。すなわち、石
器の利用目的によってチャ－ト、安山岩、ホルンフェルス、
頁岩等に使い分けがみられ、この地域ではそれらの石材が
相互補完的に利用されたものと考えられる。後出する榛名 -
八崎パミス（Hr-HP）下位にある山寺山遺跡には、砂岩製石
器にチャ－ト製の石核が発見されている。この石核からは
小型剥片類が多数剥離されている。星野遺跡第 8 文化層で
は中・小型の剥片類を用いて縁辺加工石器が製作されてい
る。縁辺加工の技術は八崎パミス下位まで残存する。

栃木県星野遺跡第 8 文化層出土の石器群の位置づけ



28

　④　石器群の年代観
星野遺跡第 8 文化層は、下限が広域テフラの御岳第 1 軽

石（On-Pm1）、阿蘇火山灰 -4（Aso-4）、喜界 - 葛原火山灰
（K-Tz）よりも上位にあり、その上限が湯ノ口軽石（Ag-UP）、

大山倉吉（DKP）、赤城 - 水沼第 1 軽石（Mzp-1）の下位に
位置づけられよう。また、赤城 - 水沼第 1 軽石 - 第 19 層
-( Ⅷ f) は、鈴木正男によるフィッション・トラックの年代
測定値は、56,000 ± 11,000BP、59,000 ± 9,000BP（鈴木　
1975）と報告されている。したがって、これらの年代観か
ら勘案すると星野遺跡第 8 文化層の石器群は約 6 ～ 7 万年
前の時期と考えられる。当該期は酸素同位体ステージ 4（5.9
万～ 7.4 万年前）まで遡るものと推定され、地球規模で一時
期寒冷化が進んだ時期に相当しよう。
　⑤　石器群の位置づけ

星野遺跡第８文化層に先行する時期の石器群として東海
地方の「赤色化した古土壌」に包含される愛知県加生沢遺
跡（紅村 1968）と岐阜県西坂遺跡（岐阜県 1977・1984・
1997）があげられる。いずれもチョパ－、チョピング・トゥー
ル、ハンドアックス類、縁辺加工石器類、多面体石器を組
成している。石材には前者が流紋岩、領家片麻岩を多用し、
後者はチャートが使用されている。両石器群は石材の使用
状況が異なるものの、大 ･ 中・小型の石器（彫刻刀・ノッ
チ等）、縁辺加工石器等が共通して発見され、技術的な相違
もみられない。その年代観が約 11 万年前を遡ることが予想
される。次に、後出する一群として約７～８万年前の大分
県早水台遺跡下層の石器群があげられる。この石器群は星
野遺跡第８文化層とより近接した時期にあると考えられる

（柳田・小野 2007、柳田　2010）。早水台遺跡下層の石器群
はハンドアックス類を保持し、石英製の礫や剥片類を素材
として「縁辺加工石器」を主体とする石器群である。

一方、星野遺跡第８文化層は、ハンドアックス類を保持
せず、チャートの板状礫や剥片類を素材とし、縁辺加工石
器を主体とする石器群である。両石器群が石器組成にチョ
パ－、縁辺加工石器、厚手の尖頭石器、大・中・小型の石
器を出土している点で共通性がみられるものの、ハンドアッ
クス類の有無やチャートと石英の使用状況に相違もみられ
る。星野遺跡第８文化層は、御岳第１軽石（On-Pm1）、阿
蘇火山灰 - ４（Aso-4）、喜界－葛原火山灰（K-Tz）の上位、
大山倉吉（DKP）の下位にあることが判明しており、広域
テフラによってその年代観が明らかになっている。これら
の二石器群は温暖期とされる酸素同位体ステージ５e 期以降
のものと考えられる。当該期に異なる二つ様相をもつ石器
群を九州地方と関東地方の地域差、僅少な時期差、石材産
地の相違、遺跡の性格差等に起因するものとして解釈する
ことも可能であるが、むしろ、筆者はこれらがほぼ同時期
に存在していたことに注目したい。後期更新世以降、大枠
の特徴として縁辺部を調整加工する石器類を多数保持した
一群は、利器組成、二次加工技術、石材利用の異なる複雑

な様相を呈していたと推定される。星野遺跡第 8 文化層は
日本列島の中で当該期と限定できる特徴的な石器群の一つ
になろう。まだ、日本列島の前期旧石器時代に時期差と多
様な特徴をもつ「縁辺加工石器を主体とした石器群」の存
在が予想される。

注

星野遺跡第 3 次調査で報告された第 8 文化層の石器につ
いて、筆者が実見して確認できた遺物は、当時東北大学大
学院博士課程後期の傳田惠隆が必要に応じて実測図を作成
した。また、確認できなかった遺物は柳田が第 3 次調査報
告書に掲載された写真から実測図を起こした。

なお、写真については菊地美紀氏が撮影した。
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第 8 図　星野遺跡第 8 文化層出土の石器（第 4 図の番号に対応）：菊地美紀撮影
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